
５
月
１
日
（
月
）
に
高
松

市
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
多
目

的
広
場
」
に
て
開
催
さ
れ
た

香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会

に
は
、
香
川
県
池
田
知
事
や

高
松
市
大
西
市
長
、
立
憲
民

主
党
小
川
香
川
県
連
代
表
、

国
民
民
主
党
玉
木
代
表
、
香

川
県
議
会
山
本
議
員
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

組
合
員
を
含
む
約
６
０
０
名

が
参
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に

立
っ
た
連
合
香
川
の
福
家
会

長
は
、
統
一
地
方
選
へ
の
取

り
組
み
へ
の
謝
意
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
懸

念
を
示
し
た
の
ち
、
「
こ
の

３
年
間
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
働
く
現
場
は
神
経
を
す

り
減
ら
し
て
対
応
し
て
き
た
」

と
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「
２
０
１
９
年
の
働
き
方
改

革
関
連
法
施
行
、
２
０
２
０

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

２
０
２
３
年
は
働
く
こ
と
、

働
く
人
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
う
必
要
が
あ
り
、
人

へ
の
投
資
の
具
体
化
、
持
続

可
能
な
未
来
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。
特

に
「
今
次
春
季
生
活
闘
争
に

お
け
る
賃
上
げ
率
の
平
均
が

３
．
69
％
と
30
年
ぶ
り
の
高

水
準
に
あ
り
、
来
年
以
降
も

こ
の
動
き
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
場
、

中
小
の
組
合
が
し
っ
か
り
と

賃
上
げ
が
で
き
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
説
い
た
。

続
い
て
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー

ガ
ン
及
び
「
社
会
を
支
え
続

け
る
仲
間
た
ち
、
す
べ
て
の

働
く
仲
間
の
奮
闘
を
互
い
に

称
え
つ
つ
、
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を

め
ざ
し
、
み
ん
な
が
輝
く
未

来
を
、
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
の
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
満
場
一
致
で
承
認
。

福
家
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月

10
日
（
月
）
以
降
「
職
場
対

話
行
動
２
０
２
３
」
を
各
地

区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。

集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に

加
え
、
本
部
か
ら
も
大
谷
執

行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役

員
が
出
席
し
た
。

集
会
で
は
２
０
２
３
春
闘

交
渉
の
結
果
や
事
業
計
画
・

効
率
化
に
関
す
る
経
営
協
議

会
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
。

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、

今
次
春
闘
交
渉
に
お
け
る
定

期
昇
給
完
全
実
施
と
ベ
ア
獲

得
を
評
価
す
る
意
見
と
と
も

に
、
物
価
高
に
よ
り
生
活
の

苦
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
期

末
手
当
に
対
し
て
よ
り
一
層

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の

声
が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
制

度
面
や
職
場
で
の
諸
問
題
改

善
の
要
望
、
業
務
量
の
増
加

や
要
員
不
足
、
離
職
に
関
す

る
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。
本

部
は
こ
れ
に
対
し
、
賃
金
改

善
の
流
れ
を
継
続
す
る
こ
と

の
重
要
性
や
組
合
員
の
想
い

を
結
集
し
て
策
定
し
た
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
を
示
し
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
に
関
す
る
意
見
は
集

約
・
精
査
し
、
今
後
の
団
体

交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通

じ
て
反
映
さ
せ
て
い
く
。

今
年
で
94
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
29
日
（
祝
・
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
月
）
に
か
け
て
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
４
年
ぶ
り
に
人
数
制
限
を
設
け
な
い
形
と
な
り
、
各
産
別
よ
り
多
く
の
組
合
員
が
集
結
。
コ
ロ
ナ
禍

や
急
激
な
物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
現
下
の
状
況
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確
保
等
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
さ
ら
な
る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

愛
媛
地
区

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

徳
島
地
区

東
京
地
区

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月

14
日
（
金
）
に
Ｊ
Ｒ
四
国
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に

対
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３

私
た
ち
が
考

え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人
財

確
保
』

～
誇
り
を
持
ち
安

心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け

て
～
」
の
手
交
を
行
っ
た
。

手
交
式
に
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
は
大
谷
執
行
委
員

長
、
中
村
書
記
長
、
Ｊ
Ｒ
四

国
か
ら
は
髙
畠
取
締
役
総
務

部
長
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

バ
ス
か
ら
は
前
川
常
務
取
締

役
運
輸
営
業
部
長
ら
が
出
席
。

手
交
に
あ
た
り
、
大
谷
委
員

長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
Ｊ

Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
は
極
め
て

厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
り
、

働
く
側
へ
の
影
響
も
著
し
く
、

若
手
・
中
堅
層
の
離
職
が
増

加
し
て
い
る
。
会
社
は
経
営

自
立
を
目
指
し
て
『
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
長
期
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
・
中
期
経
営
計

画
２
０
２
５
』
を
策
定
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
目
標

の
達
成
や
社
会
的
使
命
を
果

た
し
て
い
く
た
め
に
は
『
人

財
』
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

働
く
立
場
か
ら
も
中
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
を
展
望
す
べ
く
、

各
課
題
に
対
す
る
方
策
に
つ

い
て
大
会
や
各
種
集
会
に
よ

り
組
合
員
の
意
見
を
肉
付
け

し
『
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
３
』
を
策
定
し
た
」
と

経
緯
を
説
明
し
た
上
で
「
我
々

も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
会
社
、
グ
ル
ー
プ
一
体

と
な
っ
て
前
に
進
む
内
容
を

提
言
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
我
々

の
想
い
を
受
け
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
「
課
題
認
識
は
労
使
で
一

致
し
て
い
る
。
よ
り
よ
い
会

社
に
す
べ
く
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
の
考
え

が
示
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
組
合

員
の
想
い
を
結
集
し
て
策
定

し
た
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
３
」
を
今
後
の
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
運
動
の
土
台
と
し
、

会
社
に
も
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

全
体
と
し
て
の
人
財
確
保
を

目
指
し
て
い
く
。

※
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
３
」
の
概
要
は
次
ペ
ー

ジ
参
照

職
場
対
話
行
動
２
０
２
３
を
開
催

第
20
回
統
一
地
方

選
挙
（後
半
戦
）

推
薦
候
補

10
名
全
員
当
選
！

第
20
回
統
一
地
方
選
挙
の

後
半
戦
（
市
長
選
・
市
議
選
・

町
議
選
）
の
投
開
票
が
４
月

23
日
に
行
わ
れ
、
各
県
協
推

薦
候
補
10
名
全
員
が
見
事
当

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

前
半
戦
と
あ
わ
せ
て
ご
支

援
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
組
合

員
や
家
族
の
皆
さ
ま
に
再
度

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
推
薦
候
補
の
必
勝
に

向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ

た
す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

◆
各
県
協
推
薦
候
補
の
結
果

【
香
川
県
協
】

◎

大
西

秀
人

当
選

◎

大
西

智

当
選

◎

小
笠
原

浩

当
選

◎

植
原

泰

当
選

◎

濱
岡

洋
貴

当
選

◎

淀

紀
清

当
選

◎

友
保

陽
子

当
選

◎

沼
田

友
紀

当
選

【
徳
島
県
協
】

◎

武
知

浩
之

当
選

【
高
知
県
協
】

◎

楠
目

慎
一
郎

当
選

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

第
94

回
メ
ー
デ

ー
大
会
開
催
!!

「
ユ
ニ
オ

ン
ビ

ジ

ョ
ン
２
０
２
３
」
を

会

社

に

手

交

！

人

財

確

保

の
必

要

性

を

改

め

て
会

社

に

訴

え

る

！

大
谷
執
行
委
員
長
よ
り
Ｊ
Ｒ
四
国
髙
畠
取
締
役
総
務
部
長

（
上
）
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
前
川
常
務
取
締
役
運

輸
営
業
部
長
（
下
）
に
対
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
３
」
を
手
交

大谷　 清
石川 敏也

2023

527No.11
155



Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
20
日

（
水
）
、
交
通
重
点
政
策
２

０
２
３
」
に
基
づ
く
国
土
交

通
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行
動

及
び
Ｊ
Ｒ
連
合
産
業
政
策
委

員
と
鉄
道
局
各
課
・
室
の
実

務
担
当
者
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上
村

産
業
政
策
委
員
長
か
ら
「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法

改
正
や
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
地
域
公
共
交
通
へ

の
予
算
配
分
な
ど
、
地
域
公

共
交
通
に
係
る
画
期
的
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
各
種
要
望
に
対
し

行
政
か
ら
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
強
く
要
請
し
た
。

要
望
書
を
受
け
取
っ
た
鉄

道
局
土
田
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
政

策
室
長
は
「
鉄
道
を
取
り
巻

く
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

鉄
道
を
将
来
ど
の
よ
う
な
産

業
に
す
る
か
を
見
据
え
、
政

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
森
安

産
業
政
策
局
長
を
は
じ
め
、

出
席
者
よ
り
昨
今
の
燃
料
費

高
騰
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
柔

軟
な
運
賃
・
料
金
設
定
や
技

術
開
発
・
省
力
化
・
省
人
化

の
推
進
、
高
速
鉄
道
・
新
幹

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等

諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
要
請
し
、
意
見
交
換
を

実
施
。

な
お
、
策
定
し
た
「
交
通

重
点
政
策
２
０
２
３
」
は
、

同
日
、
国
会
議
員
に
対
し
配

布
行
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
26
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡

会
が
自
動
車
局
に
対
す
る
要

請
行
動
と
意
見
交
換
を
実
施
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
自
動

車
支
部
上
田
委
員
長
、
河
野

書
記
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
バ
ス

産
業
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
他
産
業
に
比
べ
低
位
に

あ
る
ほ
か
、
健
康
起
因
の

事
故
が
多
発
す
る
な
ど
課

題
は
山
積
し
て
い
る
」
と

要
請
。
自
動
車
局
阿
部
企

画
室
長
か
ら
は
、
地
域
公

共
交
通
の
核
を
担
う
バ
ス

産
業
へ
の
期
待
が
述
べ
ら

れ
、
意
見
交
換
で
は
不
適

格
事
業
者
の
退
出
を
促
す

仕
組
み
の
強
化
や
運
転
者

の
健
康
管
理
へ
の
支
援
、

運
賃
・
料
金
設
定
等
へ
の

要
請
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

４
月
15
日
（
土
）
13
時
よ

り
、
本
部
１
階
会
議
室
に
て

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
を

開
催
し
た
。

経
過
と
議
事
は
以
下
の
と

お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策
に

関
す
る
付
議
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

・
事
業
計
画
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
交
）

・
２
０
２
３
春
闘

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
加
入
行
動

（
職
場
対
話
）

・
高
知
、
愛
媛

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門
委

員
会

（
政
治
）

・
第
20
回
統
一
地
方
自
治
体

選
挙
（
前
半
戦
結
果
）

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
組
織
担
当
者
会
議

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
幹

事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
Ｐ
Ｔ

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組

織
支
援
行
動

（
そ
の
他
）

・
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
執
行
委
員
会
声
明

【
議
事
】

①

新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
、

36
協
定
の
妥
結
承
認
に
つ

い
て

②

第
41
回
定
期
大
会

③

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性

委
員
会
「
第
27
回
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い

て
④
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ユニオンビジョン２０２３
私たちが考える

「持続可能なＪＲ四国グループをつくる人財確保」
～誇りを持ち安心して働き続けることのできる環境づくりに向けて～

◆ 策定の経緯
○ ＪＲ四国労組のこれまでの取り組み

ＪＲ四国・ジェイアール四国バスの責任組合として、仲間の安全・雇
用の確保を大前提に、健全かつ対等な労使関係を確立し、

・労働条件の維持・改善、経済的・社会的地位の向上
・ＪＲ四国グループの健全な成長

に取り組んできた。
○ ＪＲ四国グループの現状と課題

コロナ禍の影響により、「移動需要の低迷長期化」「ビジネスや社会
生活の変容」が起き、ＪＲ四国グループは極めて厳しい経営状況に陥る。
働く側にも影響は及び、生活の負担増や将来展望への不安から「若手・
中堅層の離職」が深刻な課題に。

○ ＪＲ四国労組としてこの課題にどう立ち向かっていくか
ＪＲ四国グループが社会的使命を果たしていくためには、「人財の確

保」が必要不可欠であり、働く立場からも中長期的ビジョンを展望すべ
く、「ユニオンビジョン２０２３」を策定。

◆ 働く者の視点からの課題と方策
① 労働条件・環境の改善
【課題】賃金 → 「必達目標賃金」に届いていない

勤務制度 → 多様なニーズに更に対応する必要性
安心して働き続けられる環境整備

【具体的方策】
・時代に応じた賃金カーブの見直しと退職金制度改革
・複雑な諸手当の見直し、手当偏重型からの脱却
・鉄道・バス事業特有の働き方の改善 等

② 地域に根差した生活の確保
【課題】配属 → 希望勤務地と要員需給のバランス

転勤 → 転居を伴う異動への忌避感
【具体的方策】

・面談や希望調査等を通じたミスマッチ等の状況把握の徹底
・単身赴任をはじめとする転居に伴う費用負担の一層の軽減
・エリア採用制度にむけた検討の深度化 等

③ 個人のキャリアビジョンの明確化
【課題】昇格・昇職経路 → 採用形態は多様化するも経路は画一的

キャリアパス → 具体像が不明瞭
【具体的方策】

・各系統でのキャリアパスの明確化、ロールモデルの提示
・様々なゴールに対応した制度設計
・採用形態の多様化による不公平感の是正 等

④ 風通しのよい職場環境づくり
【課題】コミュニケーション → 意見のしづらさによる安全への悪影響

要員配置 → 年齢断層による歪な要員配置
【具体的方策】

・コミュニケーションの充実を図ること
・勤務時間外、職場外での会話を促進する取組み
・あるべき要員体制・人員配置の整備 等

⑤ 会社の将来不安払拭
【課題】鉄道事業 → 赤字体質、コロナ禍による経営危機

共通認識 → 公的支援実施の必然性に対する理解
労働条件 → 仕事にふさわしい労働条件・環境の整備

【具体的方策】
・「ＪＲ四国グループ長期経営ビジョン２０３０」の達成
・ＪＲ四国グループの担う社会的使命への理解・共感

◆ ＪＲ四国労組としての今後の取り組み
「人財確保」に向けて、次の６つの取り組みを中心にJR四国労組運動を

展開！！
① 各種集会やレク活動などを通じた議論・対話機会創出の取り組み
② 世話役活動を中心とした、仲間を守る取り組み
③ 連合・交運労協のみならず、社会との連帯を広げる取り組み
④ ＪＲ四国グループの持続的成長を促す取り組み

（政治・政策、経営計画等の理解）
⑤ あるべき労働条件・労働環境の整備にむけた取り組み
⑥ 労働組合の活動への参画を通じた人財育成の取り組み

今後のＪＲ四国労組運動の土台とし、会社にも反映させることでＪＲ四国
グループ全体としての人財確保を目指す。

実りのある結果を得るには、全組合員の団結が重要！

第17回ボウリング大会の
開催について

◆開催日 2023年 6月24日(土)
※ 13:15に会場に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて

13:30-15:15
懇親会 とらべる亭にて

15:30-17:30

◆対象者 各支部２チーム
(１チーム４名以内)

※詳しくは
ＪＲ四国労組発

第95号参照
お申込は各支部まで！

国
交
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施

ＪＲ四国労組青年女性会議
第31回定期委員会の開催について

１ 日 時
2023年 7月15日(土)14時より

２ 場 所
ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2022年度経過報告
（2） 2023年度活動方針（案）
（3） その他

４
月
21
日
（
金
）
、
香

川
県
高
松
市
に
て
Ｊ
Ｒ
四

国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発(

株)

の
労
働
組
合
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
労
働
組
合
（
略
称
：
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
ユ
ニ
オ

ン
）
の
結
成
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

大
会
で
は
運
動
方
針
が

決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

山
下
聡
執
行
委
員
長
、
荒

木
俊
輔
書
記
長
ら
を
は
じ

め
と
す
る
執
行
部
体
制
が

発
足
。
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
へ

の
加
盟
も
承
認
さ
れ
、
40

名
の
組
合
員
で
組
織
す
る

同
労
組
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
は
新
た

な
仲
間
の
参
画
を
大
い
に

歓
迎
す
る
！

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
労
働
組
合
結
成
！

【概要】

鉄道の明るい将来を作るため
行政に対し支援を強く要請

ＪＲ連合自動車連絡会よりバス産業を
取り巻く課題への対応を強く要請

組合員を引っ張る執行部の皆さん


